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はじめに

日本には 以上の有人島があり、それぞれ独自の

自然や文化が存在します。しかし、離島は地震・津波・

台風などの災害発生時に孤立し、島内にいる人や避難

情報が本土に届かず救助が遅れる恐れがあります。

一方で離島の活性化に不可欠な観光面において、既

存の地図アプリではルートが表示できない環境が多く、

紙の地図に頼っているのが現状です。しかし、避難ル

ートも明示されていないため、観光客が安心して離島

観光を楽しむのは難しい状況です。そこで私たちは、

観光客が安心して観光を楽しめる支援と、災害時にも

安全に避難支援できるシステム「愛 島 」を提案

します。

システム概要

観光時はスマホアプリのオフライン地図を用いたル

ート案内や観光情報の閲覧ができ、通信が届かない場

所でも安心して観光を楽しめます。

災害時は、オフラインでも現在地から避難所までの

案内が可能です。また、スマホアプリだけでなく、ス

マホを持たない島民の高齢者には カードによる連

絡船および避難所でのチェックインシステムを提供し、

島全体の滞在者の避難状況を本土の災害対策本部が管

理できるため、迅速に救援対象者を把握できます。さ

らに、通信可能な状態の場合で避難できないときに、

アプリから位置情報と救援メッセージを送信すること

ができます。

図 システム概要図

スマホアプリの主な機能

観光支援機能

通信が不安定な離島でも観光客が安心して散策できる

よう、独自のオフライン地図を搭載しています。また、

チェックポイントを基に目的地までの所要時間や距離

を提示し、最適な散策ルートをオフラインでも提案可

能です。さらに、観光客が撮影した写真や急な坂など

の注意事項をアプリ上で共有できる仕組みを作ること

で、従来のオンライン にない散策ルートを追加す

ることが可能で、新たな観光情報を得られます。

災害時のための島内所在情報保持機能

図 に示すように、島民は カードを用いること

で、島の出入りや避難所への避難状態が災害管理サー

バ上に記録されます。観光客はアプリで観光スポット

の コードを読み込んで情報を確認したり、 位置

情報を送信することで、最新の所在情報がサーバ上に

記録されます。この所在情報で、救助対象者の判断に

役立てられます。

図 災害時のための島内所在情報保持機能

おわりに

「愛 島 」は、地図情報の少ない離島で、安心

して観光を楽しむとともに、災害時の避難支援や救助

支援にも活用できるシステムです。観光と防災を両立

させることで離島の魅力を未来につなげていきます。

15 愛 島 show
災害時にも使える安心離島観光アプリ
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11..  ははじじめめにに  

 吹奏楽の練習では、「自分の音はどんな音色なのか」

「仲間の音と調和しているか」を客観的に確認するこ

とが難しい、という課題があります。耳だけに頼った

練習には限界があり、より客観的で効率的な練習が求

められていました。私たちはこの課題に着目し、管楽

器奏者のための練習支援ツールとして、スマートフォ

ンとチューナー用マイク(ピエゾマイク)を利用した音

色分析アプリを開発しました。 

 

22..  シシスステテムムのの概概要要  

本システムは、チューナー用マイクをスマートフォ

ンに接続し、Web アプリを通じて演奏を録音、その音

源をサーバーに送信します。サーバーでアルゴリズム

による解析を行い、その結果をスマートフォンに返し

て表示します。演奏データはサーバーに保存され、自

分だけでなく団体やパートで共有することができます。

これにより、自分の演奏を振り返るだけでなく、仲間

の演奏データとも比較することが可能となり、個人練

習とパート練習の両方を支える基盤として機能します。 

図 1 利用の流れ 

33..  機機能能  

33..11 個個人人演演奏奏解解析析  

 録音された演奏は、サーバーで信号処理され、解析

結果が表示されます。音量の変化(RMS)、スペクトル重

心(Centroid)など 50 以上の音響特徴量を抽出するこ

とで、耳だけではわかりにくい演奏の音色や癖を直感

的に確認できます。 

図 2 分析画面イメージ 

33..22  複複数数人人演演奏奏のの可可視視化化  

 複数人の演奏データを統合し、合奏時の調和度や和

音の安定性を解析する機能です。結果はグラフで可視

化され、パート練習における音程のずれや音色の違い

を直感的に把握できます。パート内の演奏を視覚的に

確認することで効率的なパート練習が可能です。 

図 3 複数演奏の可視化イメージ 

33..33  部部内内共共有有・・過過去去演演奏奏のの振振りり返返りり  

 演奏データは、作成した個人アカウントを通じてサ

ーバーに保存され、団体やパート単位で整理されます。

これにより自分の過去の演奏を振り返るだけでなく、

同じ団体やパートの仲間の演奏結果も確認できます。 

 

44..  終終わわりりにに  

  本アプリは吹奏楽団体の個人練習とパート練習の両

方を支援する分析ツールです。演奏の音色や癖を数値

化し可視化することで、新しい練習体験を提供します。 

14 Harmony Analyzer
ハーモニーを科学するAI
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